
下 仁 田 高 等 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和２年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 外部アンケート等 改 善 策 自己評価 外部アンケート等 改 善 策

Ⅰ 特色ある学校 １ 特色ある教育活動を行 ① 自分の学校が好きだと感じて 一人一人の生徒が、達成感や自己肯定感 生徒の声に耳を傾けられる二者面談やア 様々な体験学習を取り入れコ
づくりに努めて っていますか。 いる生徒が７０％以上である。 を得られるように、授業や学校行事を進 Ｂ 生 徒Ｂ ンケートの結果を生かし、行事の見直しや Ｂ 生 徒Ｂ ースの特色を活かすことで、達
いますか。 める。 保護者Ａ 授業改善に努める。 保護者Ａ 成感を得られるような指導を今

後も継続していく。
② 習熟度別や少人数制の授業形 学習内容の効果的な定着が図れる授業の 多様な生徒に対応できるよう授 授業形態や学習環境維持に今
態に満足している生徒が７０％以 展開と学習に集中できる環境づくりを行 Ａ 生 徒Ａ 業内容を工夫し、生徒の充実度を Ａ 生 徒Ａ 後も努め、生徒の実態にあった
上である。 う。 保護者Ａ 高める。 保護者Ａ 指導を推進する。

２ 地域と連携し、地域の ③「総合的な学習（探究）の時間」 「総合的な学習(探究)の時間」「課題研 結果に満足せず、今後より充実 地域に必要とされる学校づく
教育力を活用しています や学年行事等に、意欲的に取り組 究」、学年別体験学習・講演会等の機会 生 徒Ａ した内容（地域との連携を強化） Ａ 生 徒Ａ りを理念に改善を図り、地域の
か。 んだ生徒が７０％以上である。 に地域の方を講師として交流を図るとと Ｂ 保護者Ａ になるよう、委員会を中心に対応 保護者Ａ 持つ財産を活用できるようにす

もに、地域に対する視野を広げる活動を する。 る。
推進する。

④「ぐんまコミュニティー・ハイ 地域の団体・施設等と連携し、「ぐんま 地域との連携を深め、多くの生 事業や諸活動の内容を明確化、
スクール事業」等の地域と連携し コミュニティー・ハイスクール事業」を Ｂ

生 徒Ｃ
徒が関わることができる行事を検 Ｂ

生 徒Ｂ
視覚化した上で声かけを行い多

た事業や諸活動に意欲的に参加し 積極的に推進する。
保護者Ａ

討する。
保護者Ａ

くの生徒の参加を促す。
た生徒が７０％以上である。

Ⅱ 生徒の意欲的 ３ 生徒の実態に応じた指 ⑤「学び直し学習」や「学び合い 教員相互の授業参観や研修を重ね、授業 考査問題の結果や評価を授業改 新しい学習指導要領に対応で
な学習活動につ 導を行っていますか。 学習」を取り入れた授業がわかり 改善に努める。また、生徒の学習状況を Ｂ 生 徒Ａ 善に活かす。また、授業アンケー Ａ 生 徒Ａ きるように授業の形態や構成な
いて適切な指導 やすいと考えている生徒が７０％ みとり、情報の共有化を図る。 保護者Ｂ トの結果を活用し、授業改善に努 保護者Ａ どの研修を行い授業改善につと
をしていますか。 以上である。 める。 めていく。

⑥ 多様な進路に対応した学習が 学習習慣の確立や資格取得の重要性を保 資格取得に向けて、コース全体 進学希望・就職希望と様々な
役立っていると評価している生徒 護者にも理解してもらい、積極的な取組 Ａ 生 徒Ａ で取り組む体制を整備する。 Ａ 生 徒Ａ 進路希望に対し、個別の対応を
が７０％以上である。 を促す。 保護者Ａ 保護者Ａ さらに進める。

４ 生徒は確かな学力を身 ⑦ 授業に真面目に取り組んでい 主体的･対話的で深い学びの視点に立っ 授業規律の確保に努めるととも 引き続き授業規律の確保に努
に付けていますか。 ると自己評価している生徒が70％ た授業を実践する。 Ｂ 生 徒Ｂ に、生徒が主体的に学習できる環 Ａ 生 徒Ａ めながら、生徒の実態にあった

以上である。 保護者Ａ 境について検討する。 保護者Ａ 学習環境の改善に努める。

⑧ 学力の定着を図る指導を充実 基礎的内容の反復から自ら考え解決できる 教科内だけでなく他教科との横 引き続き教科・学年が連携し、授
させ、学力が向上したと自己評価 ようになるまで、それぞれの段階に応じた Ａ 生 徒Ａ 断的な学習への取り組みを工夫し、 Ｂ 生 徒Ｂ 業計画の見直しを進めるとともに個
している生徒が７０％以上である。 指導をする。また、個別の指導も推進する。 保護者Ａ 指導計画の見直しを進めていく。 保護者Ａ 々の生徒に必要な支援を行う。

Ⅲ 生徒の充実し ５ 組織的・継続的な指導 ⑨ 年３回以上の面談指導を行い、 学期に１回担任との面談週間、スク 面談週間に限らず、授業・清掃 情報の共有化を図り全職員が
た学校生活につ を行っていますか。 面談が役立ったと感じている生徒 ールカウンセラーによる面談日を設 Ｂ 生 徒Ｂ ・行事等での教師からの声掛けを Ｂ 生 徒Ｂ 不安をかかえる生徒への対応に
いて適切な指導 が７０％以上である。 け、生徒の変化に即応した相談・支 保護者Ｂ 実施してくとともに、スクールカ 保護者Ｂ 努める。一方、スクールカウン
をしていますか。 援体制を整える。 ウンセラーとも連携を図り、生徒 セラーや外部機関との連携も深

の不安解消に努めていく。 めていく。
⑩ 部活動に加入し、継続的に活 設置する部活の精選、活動内容の充 設置部活の精選、活動内容の見直し 設置する部活動を精選し、活
動している生徒が５０％以上であ 実に取り組み、生徒の充実感が得ら Ｂ 生 徒Ｃ を行い、生徒の充実感が得られるよう Ｃ 生 徒Ｄ 動内容の充実を図ることで、生
る。 れる部活動づくりに励む。 保護者Ｃ な部活動づくりに励む。

保護者Ｃ 徒の充実感が得られる部活動づ
くりを継続して行う。

⑪ 情報モラルや交通安全、健康 生徒が自分自身のこととして考えら 事故予測や病気の症例など身近な例を盛り込んだ 今後も各種機関との連携を密に
に関する講話等が役立ったと評価 れるよう生徒の実態に合った講話内 Ｂ 生 徒Ｂ 講演会を実施した。今後も、学校生活に生かせる内 Ａ 生 徒Ａ し、各種安全教育を行っていく。
する生徒が７０％以上である。 容を実施する。 保護者Ａ 容を工夫していきたい。 保護者Ａ

６ 生徒は健康で、規則正 ⑫ 欠席率５％以下、遅刻率３％ 長期欠席の生徒には、保護者との連 遅刻については大幅な改善がみ 遅刻指導は継続して行ってい
しい学校生活を送ってい 以下である。 携を密にし、SCとの相談体制を強化 Ａ 生 徒Ａ られている。今後も保護者やＳＣ Ｂ 生 徒Ｂ く。長欠者には密な連絡、家庭
ますか。 して早期に対応できるようにする。 保護者Ａ と連携し指導を継続していく。 保護者Ｂ 訪問などを行い、保護者との連

遅刻指導に関しても継続して実施し 携を強めていく。また、外部機
ていく。 関との連携も随時図っていく。

⑬ 本校で定めた服装・頭髪に関 挨拶運動時に声かけ指導を継続して 今後は進路との関連をより強く 指導方法の改善をし、服装･頭髪
するルールを遵守していると考え 実施する。さらに定期的な服装頭髪 Ａ 生 徒Ａ 意識付け、生徒自らが自主的に規 Ａ 生 徒Ａ 指導の充実、授業規律の徹底、日常
ている生徒が７０％以上である。 指導を行い、基本的生活習慣の確立 保護者Ａ 範意識を向上できるようにしてい 保護者Ａ 生活における声掛けなどを根気強く

を図る。 く。 行い、生徒の規範意識向上に努める。
７ 学校はいじめの防止や ⑭ 学校はいじめの防止と早期発 アンケートや面談の機会に限らず、 アンケートや面談の機会に限らず、 アンケートや面談等による情報集約の

早期発見に向けた取組を 見を積極的に行っていると感じて 生徒からの申し出や情報に対応でき Ｂ 生 徒Ｃ 生徒からの申し出や情報に対して今後 Ｂ 生 徒Ｂ 徹底を行い、職員間の情報共有をより密

積極的に行っています いる生徒が８５％以上である。 るよう、いじめ対策委員会を中心と 保護者Ａ も迅速に対応していく。また、組織的 保護者Ｃ に行うことで、早期発見・早期解決に努

か。 して組織的に取り組む。また、生徒 な対応を行うために職員間の情報共有 めていく。また、生徒が主体となってい

会を中心に登校時の挨拶運動を実施 を今後も日常的に行っていく。 じめ防止に取り組む活動を増やし、いじ

する。 めを許さない心を育てていく。

Ⅳ 生徒の主体的 ８ 計画的な指導を行って ⑮ 進路ファイル(含キャリアパス 進路等に関する記録を進路ファイルに保 進路ファイルの取り組み状況に 各学年で新学期当初から進路
な進路選択につ いますか。 ポート)に前向きに取り組んでいる 管させることにより、生徒の進路意識を Ｂ 生 徒Ａ ついての確認を(進路指導部とし Ｂ 生 徒Ａ 指導が進められるようにする。
いて適切な指導 生徒が７０％以上である。 高め、将来の進路選択に役立たせる。 保護者Ａ て)各学年に促していく。 保護者Ａ

をしていますか。 ⑯ 進路関連行事に意欲的に取り 各学期ごとに進路行事を行い、生徒の進 進路の行事を精選し、より興味･ 役立つ情報提供を心掛けると
組んでいる生徒が７０％以上であ 路に対する興味・関心を引き出す。 Ｂ 生 徒Ａ 関心が引き出せるようにする Ｂ 生 徒Ｂ ともに、「進路のてびき」を積

保護者Ａ 極的に進路学習に活用する。
９ 生徒は自らの進路につ ⑰ 「将来の職業」や「卒業後の 進路ファイルを活用し、毎月、進路学習 生徒の進路に対する現在の考え ガイダンス等の事後指導を丁
いて真剣に考え、その実 進路」について前向きに考えてい の時間を設け、取り組ませ、将来につい Ｂ 生 徒Ａ を家庭でも把握できるように工夫 Ａ 生 徒Ａ 寧に行い、進路ファイルにまと
現に向けて取り組んでい る生徒が７０％以上である。 ての意欲を喚起する。 保護者Ｂ していく。 保護者Ａ めさせる。
ますか。 ⑱ 生徒の卒業後の進路について 『進路のてびき』を家庭用にも配布し、 家庭での話し合いの結果を､記録 進路希望調査、面談等で生徒

一度でも話し合いをした家庭が７ 生徒と保護者で進路に対する共通認識を Ｂ 生 徒Ｂ に残せるようにしていく。 Ｂ 生 徒Ｂ と保護者の進路希望をより正確
０％以上である。 深めてもらうよう働きかける。 保護者Ａ 保護者Ａ に把握する。

Ⅴ 開かれた学校 10 家庭、地域社会に積極 ⑲ 「学校の様子がよく分かる」 WEBページや学校通信、電子メール等を 行事後なるべく早い時期にWEBペ さらなる広報活動を図るため、
づくりに努めて 的に情報発信をしていま と感じている保護者が７０％以上 利用して保護者や地域に情報を発信する 保護者Ｂ ージを更新することで、保護者や WEBページの更新を随時行い、本
いますか。 すか。 である。 とともに、授業を一般公開していく。ま Ｂ 地域への広報活動を充実させてい Ａ 保護者Ａ 校の特色がよく伝わるようにす

た、全学年で三者面談を行い、学校と家 く。 る。
庭で情報の共有化を図る。

⑳ ＰＴＡ関係行事への保護者の 定期的にＰＴＡ運営委員会を開催し、現 学校・ＰＴＡ役員・保護者間の ＰＴＡ行事への参加率向上に
参加が４０％以上である。 状に応じた対応策を検討していく。 Ａ 保護者Ａ 連携を図りつつ、保護者への情報 Ａ 保護者Ａ 向け、行事の点検や見直しを行

発信・呼びかけを継続していく。 う。


